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たかがい恵美子の活動報告

やりがい、いきがい。たかがい！～成熟社会を創る看護力～ 参議院議員 髙階恵美子事務所
東京都千代田区永田町２-１-１
参議院議員会館７１４号室
TEL 03-6550-0714 FAX 03-6551-0714
http://www.takagai-emiko.net

｢平成｣から｢令和｣へ

桜の開花とともに全国で行われた各級選挙で

は、各陣営が力を結束し、勝利の花を咲かせる

ことができました。とりわけ地方議会で誕生し

た看護職議員たちは、全員が地域医療と福祉の

プロフェッショナルです。今後の活躍が大いに

期待され、楽しみです。

4月1日、新しい元号が選定され｢令和｣とすることが公表されました。万葉集（日本最古の歌集）を出典とす

るやわらかさのなかに悠久の歴史と文化の奥行き、そして未来への希望を感じています。健やかな時代の継承

に向けて、平成最期の時間を大切に過ごしたいと思っています。

自民党看護問題対策議員連盟は毎年、5月12

日の看護の日を前に総会を開催しています。現

在、衆参あわせて350名を超える国会議員が会

員となっており、本年は初めて文部科学大臣の

ご出席も得て、看護団体の要望をご聴取いただ

きました。日本におけるNursing Now！キャン

ペーンも活動が本格化しますので、看護職の働

き方改革と地位向上への流れが一気に加速する

と期待しています。

看護の日を前に、看議連総会2019

統一地方選、みんなの力で当選の花

宮城県気仙沼市の大島は、東日本大震災で甚大な被害を

受け、長期間の孤立を余儀なくされました。悲願であった

架橋(一般県道大橋浪板線気仙沼大島大橋)の開通式に参加

し、陸地から島に嫁いだ年配の女性等とともに歩いて渡り

ました。｢これまでは、生まれ育った家の方を眺めるしかで

きなかった。これからは歩いて行ける。｣笑顔と涙で万感迫

る思いが伝わってきます。一刻も早く復興創生を成し遂げ

るべく、ますますがんばろう！という意欲が湧きました。

外国人労働者の受け入れに向けて

より健康的な地域社会を創ろうと、都道府県行政のトッ

プが先頭に立ち活動を始めています。｢健康立国｣を宣言し、

他に先駆けてモデル事業を展開する好事例が429件を超え

ています。今後は健康日本の樹立に向けて、国、地方自治

体が有機的に連携し、さらなる効果を上げていこうと意気

投合しました。ヘルスプロモーション推進の輪が拡がって

いることを実感しています。

全国知事会で｢健康立国｣宣言

モンゴル労働社会保障大臣、ブータン労働人的資源大臣

等が相次いで来日され、留学、技能実習、特定技能労働そ

れぞれの在留資格に関する制度の理解と円滑な活用等につ

いて、意見交換を行いました。一人ひとりが尊重され、法

を遵守した人材育成と国際貢献ができるよう努力してまい

ります。ブータン労働人的資源大臣との会談のなかで、｢Ｒ

ＥＩＷＡ｣はブータンでは｢ハピネス(幸せ)｣という意味の言

葉だと伺いました。多くの人々が幸せを実感できる時代と

なるよう、力を合わせていきたいですね。

気仙沼大島に架橋、半世紀の夢かなう


